
Ａｒｍａｌｙ－Drance 法検査-Goldmann Perimeter；ゴ－ルドマン投影式視野計

準備物ゴールドマン動的量的視野計・鉛筆・検査用紙

中心視野は静的と動的にチェックし、周辺視野は動的に
チェックすることで緑内障性視野障害の効率的な検出

目的

中心視野での Armaly－Drance 法

Armaly が暗点を発見する方法として開発し、「選択的視野検査」
と称したもので、後に Drance が改良したもの。

補足

周辺視野での Armaly－Drance 法

視標を選択する
ルーチンにⅠ/2e を使用する

耳側水平線 25°の位置で、Ⅰ/１e→

Ⅰ/2e→Ⅰ/3e→Ⅰ/4e→Ⅱ /1e と

0.5log ずつ視標を明るくしてゆき見える

限界の明るさ(閾値)を求めてその視標

を選択する

本 当 は 0 ° 90 °
180°、270°の子午
線上 25°全てを確認
するのが良い。

又は

静的スポットチェ

ックをする

経線 15°ごとに中心から 5°、

10°、15°の円周上と 5°以内の

4ヶ所の合計76ヶ所を上記視標に

て順番に 1 秒間呈示してゆくランダムにする必要は
ない。

判定基準）

4 ヶ所以上の隣り合った部位で視標が

見えなかった場合、視野異常がある

動的チェックを

する

盲点を適当な視標で測り、大きさを

確認する

静的スポットと同じ視標で鼻側水平線から

上下に 5°、10°、15°、30°の合計 8 ヶ

所の位置で鼻側方向から中心に向かって

視標を動かし異常の有無を調べる

視野欠損の形状によってチェックする

場所を追加する

視標を選択する 鼻側水平線上下 55°の位置で

見える最も弱い光を視標として

選択する

その位置でどの視標も見えない場合

Ⅴ/4e を鼻側から中心に向かっ

て動かし決定したイソプタの 5°

内側の閾値を使用する

又は
ルーチンにⅠ/4e を使用する

動的チェックを

する

鼻側水平線から上下に少なくとも

合計8ヶ所の位置で鼻側方向から

中心に向かって視標を動かし異常

の有無を調べる

必要なら全周に渡って周辺視野を

チェックする

松本俊・森本誠子：
目で見る視野検査の進め方 P63
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目で見る視野検査の進め方 P64


